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プ ラズ マ に より排 除さ鵬 束と磁謝 測す るこ とによつ て 次式 に より
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マ 形状 は 端 部 に お い て 誤 差 が大きく現れ ることが 知られて い る。そこ で 、我 々 は 精度の 良い 形状 測

定法 の 開発を 目的 として 研 究を 進め て い る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 1　実験装置図

　本 実験で 使用した装置外 略図 を図 1に 示 す。放 電管壁 で の 磁束 量 を数値 計算と比 較 して 高 精度

なプラズ マ 形状 を導 出す るの で 、放電管壁 に Flux　loopとMagnetic　probeを等間 隔に多数 設置 し　　 。．ee
て ある。まず 高精 度測 定 法を確 立するため に、図 2（a ）の形状をした導体（灰色 ）をモ デル として 数値

計算 を行 っ た 。この とき、（1）式 に よっ て 求 め られた セ パ ラトリックス 半径 rtOは破線の ように なり、形状 　　e．ou

端部で は 大 きな誤 差が みられ る。高精度測 定 法として 、まずこ の 形 状（破線）をセ パ ラトリッ クス として

G ・ad ・Sh・f・an ・・ 方程式より蹶 関数を数 値 的 に 計算し・驪 體 で 磁 勅 を求め る・次｝・こ 　1：：：
の 磁 束 ヴ を実 験値 Φ と比 べ 、［V 一Φ1が 0．1％ に なるまでセ パ ラトリッ クス を繰り返し変化 させ て形状を

決め る手 法 で ある。こ の 方法に より最終的 に求 め られた 形 状を 実線（内側を斜 線）で 示す。こ れ により、蕊 o．04

破 線 の 形状 に 比 べ てか な り実際 の 形状 に近づ い て い ることがわかる。この ように 、モ デル 計算 に よっ　
L

て高vau形 状測 定法 の 有 効性 が 鰡 で きた の で 、実 際に 同 形状 の ア・レミ導体を装置 内部 に設 置 し 　：：銘
てモ デル 実 験を行っ た 。導体形 状を導 出すると図 2（b）の ようになる。（a）と同様、導体形状を再 現し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G．04てい ることがわか る。次 に、FRC プ ラズマ を 生成 してセ パ ラトリッ クス 形 状を導出すると、図（c）となる。
この 図か ら、い ままで 詳 しく表され て い なか っ た FRC プ ラズ マ の 端 部形 状が明 らか となっ た。
　本講 演で は 、高精度形 状測 定 の 手法 を解説 す る。また、数 種 類の ア ル ミ導 体を 使用 したモ デル

実験を、数値的 なモ デ ル 計算と比 較して 形状の 精度 がどの 程 度向上 した の か を報 告する。さらに、
FRC プラズ マ の 実験結果等に つ い ても併せ て詳 しく報 告する。
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図 2 高精度測 定 に よる プラ ズ マ 形状
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現在 21 世紀後半の 核 融合炉の 実用 化 を目指 した研究開発 が行わ れて い る が、閉 じ 込 め プラ ズ マ の 制御 と解析に 電流 及 び磁 場 計 測 が不 可欠で
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